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私がシミュレーション研究にの
めり込むようにきっかけを考える

上で，幼少期の経験がとても重要だったと思いますので，
この場をお借りしてつらつらと書いてみようかと思いま
す．私の父は建築系の公務員でしたが，村役場で使って
いたパソコンが古くなって買い替える際に，幼稚園児だっ
た私のおもちゃとして家に持ってきました（今の時代だっ
たら大問題でしょうね）．まだパソコンがオフィスに普及
する前の時代で，職場でパソコンを使っているのは自分だ
けだと父から自慢された記憶があります．私が初めて触っ
たパーソナルコンピュータは，Apple社製のMacintosh 
PowerBook．CADをやっていたらしいので，当時として
はハイスペックだったはずです．お正月でもないのに「あ
けましておめでとうございます」と言ってくるモノクロ
のパソコンを使って，私は世界地図のジグソーパズルを
解いて遊んでいました．
小学生の中盤くらいになると，次はWindows95がイン

ストールされたパソコンを与えられました．画面が白黒
からカラーに変わり，3.5インチフロッピーディスクが使
えるようになりましたが，ジグソーパズルで遊べなくなっ

てしまいました．今度のパソコンには Excelが入ってい
ました．最初はセルに色をつけてお絵描きをしていまし
たが，父から Excelの使い方が下手だと言われ，関数や
オートフィル機能の使い方を教えられました．それを使っ
て私は，ポケモン（もちろん初代）がレベルアップする
のに必要な経験値を予測しようとしていました．そう考
えると，私は小学生の時点で数値シミュレーションに取
り組んでいたとも言えます．もちろん，当時の私は微分
や積分の概念を知らないわけですが，解析の対象がポケ
モンからプラズマに変わっただけで，本質的なことは小
学生の頃から変わっていないようですね．
さて，当時の父と同じくらいの年齢になったので，改
めて自分のMacにインストールされているゲームを探し
てみると，今はチェスが入っているようですね．ちょっ
と幼稚園児や小学生には難しいかなと思いますので，ジ
グソーパズルくらい簡単なゲームもプリインストールし
ておいてもらえると，パソコンに興味を持つ子供が増えて，
最終的には計算科学の発展につながるんじゃないかなと
思いました．� （白戸高志）




